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共育に関する情報をお届けします。
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The  4th
lesson

Uni-One

「UNI-ONE × 妙香園　親子PBL授業、第４回を開催。

第２回子ども会議

１５分間の休憩タイム！
ですが・・・・

第4回は、いよいよ自分たちのアイディアをカタチにしていきます。いつもは「楽しかった～」という子ども
たちから、今回は「疲れた～」「やばい、時間が足りない」という声が聞こえてきました。
休憩時間も夢中でフルに頭を使って考えていた証拠ですね。
子どもたちの発想や行動は常に想像を超えてきます。当日の進行案は有るのですが、それ通りに進むことはほ
ぼありません。私たちも子どもたちから学び、共に成長していくことを感じています。次回の発表に向けて、
子どもたちはどんなアイディアをカタチにしていくのでしょうか。

パワポ資料のデザインに
ついて作戦会議は続き・・・

休憩時間の終了とともに、
トイレに駆け込む場面も(^^）

当初は発表で使用する資料を手書き
で作成してもらう予定でしたが、
子どもたちから「パワポで作りたい」
とのリクエストがあり、パワポを使用し
た資料作成に変更となりました。

意見を出す人、メモする人、
パワポにまとめる人、自然に役割
分担ができてしまうチーム力。
全員が揃ったのは前回が初めて
なのに、、、
それには理由があるんです。

良い企画とは？
６つの要素から
考えます。

前回選んだアイディアから、
良い企画にするために、
アイディアをしぼったり、
広げたり、組み合わせたりする
事から始まりました。

ChatGTP活用して、自分たちでは
わからない事を調べることに。
早速どうやって活用すれば、自分
たちが必要としている答えが返っ
てくるか、質問の内容を考えまし
た。

パワポに
まとめるわ

アイディアが
溢れているっ！！

付箋に
書いてくね

この組合せも
ありだよね！

大盛り上がり
の様子



今回の妙香園様との共創PBL(問題解決型・主体的)授業は全６回を予定しています。
第５回では、資料をつくり、妙香園のよしとも社長にプレゼンテーション前のアドバイスをいただきます。
本番の最終プレゼンテーションに向け、現段階での企画内容を発表し、よしとも社長からご意見をいただきます。
足りない点や質問等があれば、そこをクリアにして最終回の発表に挑みます！
限られた時間の中で、どう進めていくのか、一人ではなくチームの強みを活かせるかが今回の授業のカギになるか
もしれません。次回も子どもたちの活躍から目が離せません。
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Next

授業の中で私たちは子どもたちの素晴らしさを、具体的に褒めるようにしています。
「ここがスゴイよ！」「なんでこんな事知ってるの、スゴイね！」等のように、その子の個性や
素晴らしいところが褒められることによって特化してほしいという想いがあります。
子どもの頃に褒められた経験は自分の自信や自分の事を知る事につながります。
それは、自分の将来を決定していく時の大切な判断材料になるため、とても大切です。
会社でもそうですが、こういう一人一人の違う能力が合わさった時にチームとして最高のパワ
ーを発揮することができます。表面にも少し書きましたが、一人一人の素晴らしい力を引き出
し、互いに異なった能力を発揮できるように導くようにしています。

所在地：愛知県名古屋市千種区桜が丘119－110
代表：室園 幸志（CEO）
事業内容：共育事業・企業支援事業・美容と癒し事業
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合同会社　Uni-One お友達登録もお願いします(^^)

子どもたちの可能性は無限大

第５回は『プレゼンテーションへの最終調整』です

裏方スタッフの存在

普段は子どもたちの様子を中心にお届していますが、今回は授業の裏側や私たちが授業を通し
て大事にしている事をお伝えできればと思います。
通常の授業・塾では、プログラムがしかっり決まっていることが多いと思います。
それはある意味子どもたちの実力や能力を決めてしまっていることになります。
これくらいは分かるかな、これは難しいだろうと大人の尺度で測ってしまいます。もちろん、
円滑に進めるために必要なことではありますが、それ以上の力を発揮させることはできなくな
ってしまいます。私たちの授業では、なるべく子どもたちの能力・可能性を決めつけないこと
にしています。分かるか分からないかは子どもたちに聞くようにしています。
正直、進行が変わりすぎて大変です(笑)。でも、そこに新たな発見があり、新しいアイディア
も生まれます。そして何より、子どもたちの新たな一面の発見や成長に繋がります
褒めることで気づく

　ヒデ　

　ムロ　

　シオン　

言語聴覚士の資格を持つスタッフ。緊張をほぐすため、
普段からのコミュニケーションも大切にしています。

子どもたちが困ったときにはサポートします！！

普段は企業の会議でファシリテーション
をしているスタッフが子どもたちの意見
を引き出します。

https://uni-one.co.jp/

